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グローバル補助金について



シェアシステムによる財団資金の活用
私たちロータリアンの寄付

種類 年次基金(シェア) 恒久基金 その他の基金

方針 ３年後に全額使用 全額積立 収益使用 寄付目的に使用

運営費５％ シェア９５％

地区が使途を決定します。

地区財団活動資金（ＤＤＦ）

①地区補助金に使用する
②クラブや地区が計画するグローバル
補助金事業の資金として使用する

③ポリオ・プラス等の基金へ寄贈する

使途

TRF(ロータリー財団管理委員会)が使途を決定します。

国際財団活動資金（ＷＦ）

①クラブや地区が計画するグローバル
補助金事業に使用する

②ロータリー平和センタープログラム
に使用する

使途



第2820地区での資金の調達方法

1.クラブの奉仕予算

2.地区国際奉仕「この指とまれ」資金

3.地区補助金

4.グローバル補助金

予算の種類



国際奉仕活動をするには



地区補助金とグローバル補助金

地区補助金(DG)

奉仕プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）

グローバル補助金(GG)

人道的プロジェクト

奨学金

職業研修チーム

（VTT）



補助金タイプを決めるには
７つの重点分野の１つに
該当するプロジェクトか？

いいえ はい

地区補助金活動は７つの重点分野
に該当する必要はない。

地区補助金
を申請すべきである。

グローバル補助金は、７つの重点分野の少なく
とも１つに該当する人道的プロジェクトを通じ

て、地域社会に役立つ。

プロジェクトの全予算は３
万ドル以上か？

いいえ

地区補助金は予算最低額はない。そして、
スポンサーの管理支援は主としてすべて地

区レベルで行われる。

地区補助金
を申請すべきである。

はい

ロータリー管理委員会による方針変更のため、
グローバル補助金のためのDDFに対するWFから

の上乗せは８０％となる。

スポンサーは他の資格のあ
る地区やクラブとパートナ

ーを組むか？

いいえ

地区補助金は地域社会でも外国でも利用で
きるが、国際的提唱者（パートナー）は必

ずしも必要ない。

地区補助金
を申請すべきである。

はい

グローバル補助金は主たるホストクラブまたは地区と
国際的パートナーによって提唱される。両方のスポン

サーが適格でなければならない。

グローバル補助金
を申請すべきである。



７つの重点分野



グローバル補助金GG

複数国のロータリークラブ／地区による
協同活動に対して授与され、
大規模（活動予算３万ドル以上）で
測定可能な成果を生む持続可能な活動が対象

グローバル補助金プロジェクトの醍醐味
✓大規模な国際的活動に参加 –ダイナミズムを実感
✓地域社会のニーズに応える –世界で良いことをしよう
✓世界規模の連帯と友情の輪を拡げる



人道的プロジェクトの進め方（ネパール教育環境整備）

Ｔ
Ｒ
Ｆ
の
承
認

計画
事業・予算・持続性・測定可能か

調査
重点分野にどんな問題があるのか

申請
クラブ理事会・地区財団の承認

実施
水道敷設

効果の測定
動作・水質・女子の就学率

報告
完了報告書

ロータリー
財団管理
委員会



１ 海外パートナーを見つける

→相手の国、相手の RCの社会奉仕事業について希望を探る

互いのニーズとシーズを見つけ出すことが重要

→まずは国際交流から

→国際大会参加、 友好地区・ 姉妹クラブ ・ 友好クラブ と交流

２ 地区の国際奉仕委員会を活用する

資金計画の相談： クラブ国際奉仕予算 、 この指とまれ 、

地区補助金、 WF  （ World Fund 国際財団活動
金）

グローバル補助金 GGで国際奉仕を成功させるために



職業研修チーム(VTT)とは、専門職業人のグループが海外
に赴き、スキルや知識を学んだり、現地の専門職業人に
スキルや知識を提供するものです。当地区でも、このVTT
を支援するために補助金を使うことができます。

職業研修チーム(VTT)の利点・特徴
➢長年にわたるロータリーの職業奉仕の取り組みが土台
➢医療や農業技術の伝授等が多い
➢効果的なVTTの実施により、相手先の地域社会の人々が
自力で問題解決し生活全体を改善する力を身に着ける

職業研修チーム (VTT :Vocational Training 
Team) とは



フィリピンメトロマニラの歯科大学にて歯科衛生士免許取得者に研修会、実習を開催。
当時、フィリピン全国で衛生指数33名（歯科医師とのダブルライセンス保持者半数）、
日本は１２万人であった。日本から8人の専門家を講師として派遣、実習サポートとし
てロータリアン6名参加。未来の指導者育成を図った。

プロジェクト内容VTT の例



2022年2月：クラブ内で国際奉仕事業の計画相談

2022年3月：ガバナーにVTT予算があることを確認

2022年3月～：友好地区RI3810地区（フィリピン）ガバナーエレクトに事業計画を説明

2022年7月1日：RI3810地区ガバナー就任式に参加

7月2日：フィリピン側からガバナーはじめ関係するメンバーと会議を行う

実務担当者を決定

2022年10月29日,30日：日本RI2820地区大会にフィリピン友好地区RI3010地区から参加

フィリピンガバナー他関係者、VTTのための関係者での会合

2022年12月3日：国際奉仕委員会にて内容のチェックを受け内容の訂正

2022年12月5日：フィリピン側RI3010地区より申請を行う。

2023年1月：TRF （The Rotary Foundation（ロータリー財団））承認

2023年：2月5日〜12日 RI3810地区内マニラにてVTT実施

申請のまでの流れVTT 例の具体的スケジュール



報告要件
日本・インターナショナル、双方の提唱者に報告の義務
① 中間報告

補助金の支払いから12ヶ月以内
② 最終報告

プロジェクト完了から2ヶ月以内
＊＊＊ 注意＊＊＊
期日をすぎても報告書未提出の場合、
新規の補助金申請ができません
報告要件が満たされないと、クラブ終結となる可能性が
あります

完了報告書の提出 （ My Rotary から行う）



グローバル補助金GGの申請は、

年度を通じて随時できます

そして受理された順に審査されます

予算限度額は年度によって変動します

インターナショナル・パートナー探しなどについては

まず、地区国際奉仕委員会にご相談ください

グローバル補助金ＧＧの申請時期



ご清聴ありがとうございました。

ご清聴ありがとうございました。
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